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(注) 平成23年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。また、平成22年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しておりますが１株当たり四半期純損失を計上しているため記載しておりません。 

  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 55,559 △6.8 3,315 ― 3,423 ― 3,203 ―

22年３月期第１四半期 59,619 ― △26,312 ― △25,696 ― △46,646 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 5 37 ―

22年３月期第１四半期 △96 20 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 2,210,598 94,646 4.3 116 35

22年３月期 2,216,213 43,018 1.9 87 83

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 94,258百万円 22年３月期 42,640百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 0 00 ― 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 111,100 93.9 7,000 ― 7,200 ― 6,800 ― 9 66

通期 224,600 96.5 18,600 ― 19,000 ― 18,200 ― 24 05



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる可能

性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、

四半期決算短信（添付資料）Ｐ.３「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】Ｐ.４「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ― 社 (            )、除外  ― 社 (            )

 (注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

 (注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

 (注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表

作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 812,271,779株 22年３月期 487,596,479株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 2,119,421株 22年３月期 2,119,108株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 596,080,899株 22年３月期１Ｑ 484,883,896株

(注意事項)
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※ 当社では、後日ホームページにて、事業・業績に関する補足説明資料及び四半期決算短信の

英訳(要約版)の開示を予定しております。 

  

○添付資料の目次
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当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年６月30日）におけるわが国経済は、緊急経

済対策を始めとする政策の効果などを背景に、景気が持ち直しつつあるものの、失業率が高水準にある

など依然として厳しい状況にあります。また、当社が属するクレジット業界では、６月18日からの貸金

業法の完全施行に続き、12月には割賦販売法の本格施行が予定されており、引き続き厳しい状況が続く

見通しであります。このような経営環境のもと、当社は６月23日付で経営執行体制を刷新し、山下一を

代表取締役社長とする新しい執行体制を築きました。 

 また、５月末日にＳＭＦＧグループの株式会社ＳＭＦＧカード＆クレジットを引受先とする500億円

の第三者割当増資を行い、株式会社三井住友フィナンシャルグループの連結子会社となりました。これ

により、財務基盤を強化するとともにＳＭＦＧグループとの連携を更に強めながら、次期システムや新

規事業等へ間断なく投資することにより、収益力の改善と安定的な事業運営を進めてまいります。 

  当第１四半期連結累計期間における主な営業活動のうち、カード事業におきましては、独自の高度な

募集力と市場分析力を特徴とする利用率の高い「ＭＳＰモデル」の提携カード戦略を推進する一方、事

業構造の変革の一環として募集効率の改善と募集体制の見直しに取り組んでおります。なお、有効会員

数は2,488万人となりました。また、セディナ１周年にあたり、「大切な人との絆」や「大切な地球と

の絆」という「絆」を共通のテーマとした新しいタイプの２種類のゴールドカード、「セディナカード

Premium（プレミアム）」と「セディナカードＡｘｕ（アクシュ）」を５月から募集開始いたしまし

た。さらに、６月には株式会社ドン・キホーテと提携し、ドン・キホーテグループでのお買い物に便利

でお得な「クラブドンペンカード」を発行開始いたしました。一方、インターネットを利用する会員向

けサービスの一環として、６月から「Yahoo!みんなの政治」で当社が発行するクレジットカードでの政

治献金の取扱いを開始いたしました。 

  信販事業におきましては、ＳＭＦＧグループとの協働が着実に広がっており、この取組みによって、

４月には学校法人谷岡学園と、５月には学校法人鹿児島純心女子学園とそれぞれ提携が実現し、「セデ

ィナ学資クレジット」の取扱いを開始いたしました。また、神奈川県が推進する電気自動車普及推進プ

ロジェクトの取組みに賛同し、電気自動車の購入時のオートローン金利を優遇し、成約で「かながわト

ラストみどり基金」に一定額を寄付する取組みも行いました。 

 ソリューション事業におきましては、一部の不採算取引の整理を行なったものの、昨年度に新規受託

した大手百貨店等の大口先の集金代行業務が順調に拡大し、口座振替とコンビニ収納代行を含めた月間

平均の集金代行件数は1,465万件と、業界最大の規模で推移しました。 

 以上のような施策を実施いたしました結果、当第１四半期連結累計期間における営業収益は、次のと

おりとなりました。 

 包括信用購入あっせん収益は、営業施策の寄与により順調に取扱高が増加したことに伴い、15,396百

万円(前年同期比12.9％増)、個別信用購入あっせん収益は、特定商品取引法の改正や消費マインドの一

層の冷え込みの影響を受け低迷したことから、7,175百万円(前年同期比20.3％減)、信用保証収益は、

取扱高が低調に推移したことにより、4,127百万円(前年同期比3.4％減)、融資収益は、貸金業法の完全

施行に伴う与信の厳格化に継続して取り組んだことにより、20,128百万円(前年同期比17.8％減)とな

り、営業収益の合計は、55,559百万円(前年同期比6.8％減)となりました。  

 一方、営業費用は、抜本的なコスト構造変革に継続して取り組んだこと、及び利息返還損失引当金に

ついて、前連結会計年度に必要額を計上し、当第１四半期連結累計期間は引当金の取崩しで処理したこ

とから、52,244百万円(前年同期の利息返還損失引当金繰入額25,294百万円を除いたベースで前年同期

比13.8％減)となり、経常利益は、前年同期と比べ29,119百万円増の3,423百万円となりました。また、

四半期純利益は、前年同期と比べ49,849百万円増の3,203百万円となりました。  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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資産の状況につきましては、当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に

比べ5,615百万円減少し、2,210,598百万円(前連結会計年度末比0.3％減)となりました。主な減少要因

につきましては、現金及び預金が25,083百万円増加したものの、個別信用購入あっせん、信用保証及び

融資の取扱高が低調に推移したことにより、割賦売掛金が11,057百万円、信用保証割賦売掛金が10,894

百万円及び営業貸付金が10,883百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

  

 負債の状況につきましては、当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に

比べ57,244百万円減少し、2,115,951百万円(前連結会計年度末比2.6％減)となりました。主な減少要因

につきましては、借入金及びコマーシャル・ペーパーが合計で25,466百万円減少したこと、信用保証買

掛金が10,894百万円減少したこと、及び利息返還損失引当金が10,530百万円減少したことによるもので

あります。 

  

 純資産の状況につきましては、当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度

末に比べ51,628百万円増加し、94,646百万円(前連結会計年度末比120.0％増)となりました。主な増加

要因につきましては、平成22年５月31日に株式会社ＳＭＦＧカード＆クレジットを引受先とした第三者

割当による新株式を発行したことに伴い、資本金が24,999百万円、資本剰余金が24,999百万円増加した

ことによるものであります。これにより、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ2.4ポイント増の

4.3％となりました。 

  

通期の連結業績予想につきましては、平成22年５月14日に公表いたしました業績予想に変更はありま

せん。 

  

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない
と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を合理的な方法により補正して貸倒見積高を算定
しております。 
  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する
方法によっております。 
  

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する
方法によっております。 
また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業
績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

① 資産除去債務に関する会計基準等 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年
３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年
３月31日)を適用しております。  
 これに伴う当第１四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は26百万円増加し、税金等調整前四半
期純利益は211百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額
は463百万円であります。 
  

受取配当金は、従来営業外収益に計上しておりましたが、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間
より営業収益の「金融収益」に含めて計上することとしたため、前第１四半期連結累計期間と当第１四
半期連結累計期間で受取配当金の計上区分が異なっております。この変更は合併後の会計処理について
検討を行ったこと及び金額的重要性が増したことにより、従来の処理方法を見直し「クレジット産業に
係る会計基準の標準化について」(通商産業省通達60産局第291号)及び「信販会社の損益計算書におけ
る金融費用の表示について」(日本公認会計士協会 信販・クレジット業部会部会長報告)の趣旨に従っ
て処理することとしたことによるものであります。  
 なお、この変更により従来の方法に比べ、営業収益は306百万円増加し、営業利益は同額増加してお
りますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 
  

③ 事業移転損失引当金について 

住宅ローンについて、前第２四半期連結会計期間において、経済環境の変化を踏まえ、従前の短期移
転から中長期にわたり市況動向を見ながら事業移転する方針を決定したことに伴い、同事業の保有期間
及び移転により発生する損失に備えるため、当該損失見込額を事業移転損失引当金として固定負債に計
上することとしたため、当第１四半期連結会計期間においては、事業移転損失引当金として固定負債に
計上しております。 
  

④ 表示方法の変更 

(四半期連結貸借対照表関係) 

前第１四半期連結会計期間において、預り金に含めていた集金代行預り金は、前連結会計年度末より
区分掲記することとしたため、当第１四半期連結会計期間においては、集金代行預り金として計上して
おります。なお、前第１四半期連結会計期間の預り金に含まれる集金代行預り金は86,027百万円であり
ます。 
  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

 ② 受取配当金の計上区分の変更
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(四半期連結損益計算書関係) 

割賦販売法の改正に伴い、「総合あっせん収益」、「個品あっせん収益」として表示されていたもの
は、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より「包括信用購入あっせん収益」、「個別信用購入あ
っせん収益」として表示することとしたため、当第１四半期連結累計期間においては、「包括信用購入
あっせん収益」、「個別信用購入あっせん収益」として表示しております。 
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 163,671 138,588

割賦売掛金 813,363 824,421

信用保証割賦売掛金 688,567 699,461

営業貸付金 472,710 483,593

繰延税金資産 24,501 25,303

その他 54,562 56,051

貸倒引当金 △105,694 △111,987

流動資産合計 2,111,681 2,115,431

固定資産

有形固定資産 4,156 4,234

無形固定資産 32,599 32,856

投資その他の資産

繰延税金資産 18,827 17,776

その他 48,973 51,122

貸倒引当金 △6,152 △5,335

投資その他の資産合計 61,647 63,562

固定資産合計 98,404 100,653

繰延資産 511 128

資産合計 2,210,598 2,216,213

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 104,193 109,229

信用保証買掛金 688,567 699,461

短期借入金 290,016 297,837

1年内返済予定の長期借入金 326,331 335,577

コマーシャル・ペーパー 72,800 53,400

預り金 21,473 22,916

集金代行預り金 87,650 88,812

賞与引当金 830 2,120

割賦利益繰延 41,953 42,671

その他 25,783 25,846

流動負債合計 1,659,601 1,677,872

固定負債

長期借入金 365,191 392,991

ポイント引当金 6,257 5,885

退職給付引当金 6,060 6,033

利息返還損失引当金 67,562 78,093

事業移転損失引当金 8,300 8,500

その他 2,979 3,819

固定負債合計 456,350 495,322

負債合計 2,115,951 2,173,195
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 82,843 57,843

資本剰余金 66,059 41,059

利益剰余金 △49,392 △52,595

自己株式 △5,044 △5,044

株主資本合計 94,465 41,262

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △431 1,195

繰延ヘッジ損益 224 182

評価・換算差額等合計 △207 1,377

少数株主持分 388 377

純資産合計 94,646 43,018

負債純資産合計 2,210,598 2,216,213
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

営業収益

包括信用購入あっせん収益 13,639 15,396

個別信用購入あっせん収益 9,006 7,175

信用保証収益 4,274 4,127

融資収益 24,488 20,128

その他の収益 8,023 8,417

金融収益 186 313

営業収益合計 59,619 55,559

営業費用

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 13,209 9,147

賞与引当金繰入額 954 830

ポイント引当金繰入額 852 2,122

退職給付引当金繰入額 395 235

利息返還損失引当金繰入額 25,294 －

その他 38,502 32,691

販売費及び一般管理費合計 79,208 45,027

金融費用 5,079 5,767

その他 1,644 1,449

営業費用合計 85,932 52,244

営業利益又は営業損失（△） △26,312 3,315

営業外収益

受取配当金 349 224

持分法による投資利益 － 41

その他 427 105

営業外収益合計 776 371

営業外費用

持分法による投資損失 8 －

その他 151 263

営業外費用合計 160 263

経常利益又は経常損失（△） △25,696 3,423

特別利益

投資有価証券売却益 － 451

負ののれん発生益 7,062 －

その他 0 44

特別利益合計 7,063 496

特別損失

貸倒引当金繰入額 9,895 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 237

割増退職金 12,058 －

その他 922 241

特別損失合計 22,875 478

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△41,507 3,441
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

法人税、住民税及び事業税 157 105

法人税等調整額 4,968 113

法人税等合計 5,126 219

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△46,634 3,222

少数株主利益 12 19

四半期純利益又は四半期純損失（△） △46,646 3,203
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該当事項はありません。 

  

平成22年５月31日に株式会社ＳＭＦＧカード＆クレジットを引受先とした第三者割当による新株式を
発行したことに伴い、資本金が24,999百万円、資本剰余金が24,999百万円増加いたしました。 
 この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金残高は82,843百万円、資本剰余金残高は
66,059百万円となっております。 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

㈱セディナ (8258) 平成23年３月期 第１四半期決算短信 

－10－




